
自
然
災
害
に
備
え
る

地
震
・
津
波

風
水
害
・
土
砂
災
害

火  

災

避
難
情
報
・
避
難
場
所

日
ご
ろ
か
ら
の
備
え

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

弾
道
ミ
サ
イ
ル
・

放
射
線
災
害

自
然
災
害
に
備
え
る

地
震
・
津
波

風
水
害
・
土
砂
災
害

避
難
情
報
・
避
難
場
所

日
ご
ろ
か
ら
の
備
え

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

弾
道
ミ
サ
イ
ル
・

放
射
線
災
害

火災による被害をなくすために火災による被害をなくすために
　火災による被害をなくすためには、日ごろから火災を発生させないよう注意するのはもちろんですが、
万が一出火したときにどのように行動すべきか覚えておくことも大切です。被害を最小限におさえるた
めに、家族、地域ぐるみで防火意識を高めましょう。

　出火の現場に居合わせたらまず「通報」、それから「初期消火」「避難」の順番で行動するのが原則です。た
だ状況によって優先順位は異なりますので、逃げ遅れないように、あわてず冷静な判断を心がけましょう。

住宅用防災機器を活用しましょう

覚えておこう！　火元別の消火方法

もし出火したら…

　地震の揺れでガスの供給を自動的にストップするガスマイ
コンメーターがほとんどの世帯に設置されているので、身を
守ることを最優先に対応しましょう。

地震の際の消火のタイミング

●就寝中など火災に気づきにくい状況でも、火災による煙や熱を
感知して音声などの警報を発することで、火災を早く発見する
ことができる住宅用火災警報器を設置する。
●被害の拡大を防ぐために住宅用消火器を備えておく。

! 火災への
備え

火災発生！ 初期対応の3原則を覚えよう

●大きな声で「火事だー！」と叫び、隣近所に
知らせる。声が出ない場合は、非常ベルを
鳴らすか、やかんや鍋など音の出るものを
たたくなどして異常を知らせる。
●どんなに小さな火事でも必ず119番に通
報する。

1行動 大声で知らせる!

●火がまだ横に広がって
いるうちは消火が可能。
●消火器や水だけでなく、
座布団や毛布など近く
にあるものを利用する。

2行動 初期消火
●天井まで火が燃え広がっ
たら消火は困難。無理せず
早めに避難する。
●可能ならば、燃えている部
屋の窓やドアを閉め、空気
を遮断してから避難する。

3行動 早く逃げる!

●油鍋に水をかけるのは厳禁。
●消火器は離れた位置から、鍋の全
面を覆うように向けて噴射する。

●消火器がない場合は、シーツや
バスタオルをぬらして手前から
かぶせ、空気を遮断する。

コンロ
●カーテンは燃え広がる前に水を
かける。できればレールから引き
ちぎり消火する。
ふすまや障子などはけり倒して、
踏み消す。その後、水をかけて
しっかり消火する。

カーテン・ふすま・障子
●着衣に火がついたら、転げまわっ
て火を消す。風呂場に残り湯が
あれば、浴槽に飛び込む。

衣類

●消火器は直接火元に向けて噴射
する。
●消火器がない場合は、シーツや
毛布などをぬらして手前からす
べらせるようにかぶせ、空気を遮
断する。

ストーブ
●消火器を使う。消火器がない場
合は水や土で消す。

●水の準備ができていない場合は、
ほうきや木の枝でたたいて消し、
その後、水でしっかり消火する。

たき火

●いきなり水をかけると感電の危
険がある。コンセントかブレー
カーを切り、消火器で消火する。

電気機器

　煙や熱を感知すると、警報
音で知らせてくれます。1年
に1回は点検を行い、設置後
10年を目安に本体の交換を
しましょう。

炎が背丈より小さいか、また
は炎が天井より低いときは、
初期消火に努めますが、もし
消火できなかった、消火器の
消火剤がなくなった、炎が天
井まで届いてしまった場合
は、迷わずすぐに避難をして
ください。

タイミングは
天井への延焼！

逃げる

大きな揺れが
おさまった後に
消火しましょう

防災・減災キーワード

通電火災を防ぐ
　地震時の火災で注意したいのが「通電火災」です。これは停電した電気が復
旧する際に起こる火災です。倒れた電気器具に通電して周囲のものに火がつ
いたり、ガスが漏れている場所で電気器具に通電して発火したりします。通電
火災を防止するために次のことを心がけましょう。

●大きな揺れの後は、念のため使用中の電気機器類のスイッチを切る。
●避難をする時には、ブレーカーを落とす。
●地震後に機器を再使用する際には、ガス漏れや配線器具の損傷の有
無などの安全確認をしてから。
●通電火災に備え感震ブレーカーを設置する。

●住宅用火災警報器

　異常な過熱や火が消えた
際に、自動的にガスの供給を
止めます。

●安全装置付調理器具

　地震の揺れを感知し、自動
的に電気の供給を遮断する
ブレーカーです。

●感震ブレーカー

　火がついても燃え広がりにく
い製品。カーテンやカーペット、
寝具、エプロンなど。

●防炎品

　火災の熱を感知すると、自動的に薬剤を放出し
ます。

●簡易自動消火装置

　火災の熱を感知すると、部屋全体に放水します。
●住宅用スプリンクラー装置

　小型で軽量タイプもあります。
●住宅用消火器
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